
て
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来
、

声
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て
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て
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力
佐
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ま
し
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反
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あ
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事
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梼
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あ
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齢
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句
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、
又
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改
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滋
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資
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廿
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ら
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、
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て
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っ
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あ
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・
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.
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損
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榔
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句
痛
な
る
鐙
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勺
主
し
た
が
円
円
の
道
路
は
只
一て
町
主
曹
人
内
沼
崎
大
い
に
設
い
一
詩
吟
高
ら
h
E
島
洩
て
る

一

人
毘
心

E
う
か
こ

う
h
歩
げ

る

一

た
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馬
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這
汀
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身
障
し
な
る
一

4
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f
な
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三
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な
れ
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一
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て
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三
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司
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ら
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h
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ま
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し
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福
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誕
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刀
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4
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し
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右
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逗
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出
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で
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日
一
主
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手
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手
閉
持
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乞
要
し
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あ
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ま
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察
穆
克
は
接

o
uヲ
巴
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の
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標

ニ
の
E
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膚
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日
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党
小
ら
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間
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パ
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也

事
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ン
ア
ヤ
ン
と

↑
訣
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間
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潟
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た
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。
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光
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。
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湾
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司
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・
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一瓦
川
に
た
ば
し
る
汗
長
輔
ち
入
一久
し
き
油
田岡
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。
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叫
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光
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叫
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叶
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蛤
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と
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返
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の
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叫
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五
三
宮
同
心
主
舌
乞
H
m

び
つ
い

て、

独
創
世

t
も
も
.

}
貰

」
て
本
迫
町
社
会
、

何司
減
・
克
也
乃
向
上

位
寄
与
し
た
人
生
対
象!と
し
た
も
白
亡
、
回
開骨
mu
務
担
功
傍
若
が

え
ら
げ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
宮
出
先
山悼
の
受
彰
心
哩
想
定
お
伝
え

い
た
し
ま
す
.
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す
が
伺
と
申
L
ま

L
τ
も
町
由
↑
そ
れ
は
何
が
原
因
な
白
か
?
乙
一
道
轟
民
は
己

申
矛
置

L
た
道
教
-
鉄
鋼
産
業
白

財
源
と
に

ら
み
合
せ
て
巴
事
で
一白
解
決
は
皆
掛
個
々
に
あ
る
不
一
生
yd
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
・

一
鏑
山
川
関
係
自
経
新
に
修
響
L
主

あ
り
ま
す
直
明、
町
民
昏
位
が
禿
一世
長
〈
お
巧
え
下
さ
し
.

一農
民
自
み
で
な
〈
ヰ
小
企
業
に
一
比
較
的
彰
署
の
少
な

い
と
宮
わ

骨
納
骨
す
る
在
白

こ
止
は
で
き
一

私
の
経
伝
よ
り
道
岳
民
生
活
一
於
て
も
同
じ
〈
造
会
-t山
政
入
丸
一
れ
る
俸
総
生
活
者
、
努
務
者
巴

在
い
白
で
晶
り
ま
す
・

一程
圏閉
ま
れ
な
い
君
と
必
い
ま
す
一円い
億
由
内
中
小
企
支
が
一
軒
め
る
一人
々
も
大
き
合
貌
が
留
置
績
の

苦
々
鼠
金
に
席
を
置
い

て
る
一
と
こ
ろ
が
こ
の
農
民
が
全
国
由
一
白
が
四
O
憶
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
不
況
白
幸
撃
を
う
け
て
岳
ず
し

も
白
と
い
た
し
ま
L
て
は
・
み
一玄
O
H
占
め
て
い
る
の
で
あ
り
↑現
在
田
道
政
は
中
小
企
業
対
第
一
も
恵
ま
れ
た
経
積
下
に
島
っ
た

な
さ
ん
の
御
期
待
に
添
う
よ
う
一ま
す
.
こ
の
数
か
ら
し
て
も
全
一
と
し
て
一
憶
し
か
与
え
て
な
い
一と
は
曹
え
な
島
っ
た
と
考
え

て

に
努
力
し
て
は
お
り
ま
す
が
町
一昌
一
民
所
得
白
玉
O
出
を
占
め
な
一
の
で
あ
り
ま
す
.

一
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
a

ま
L

一民
各
位
E
心
か
ら
な
る
御
協
力
一け
れ
ば
な
ら
血
時
道
民
が
=一

O
一
こ
由
時
三
十
周
年
度
に
行
b
れ
一て
商
工
業
者
白
人
々
も
一
部
主

一
を
得
な
け
れ
ば
倒
底
そ
の
希
望
一年
度
に
あ
げ
た
所
得
は
五
七
三
一る
選
事
に
よ
り
農
業
叉
申
小
企
一除
き
、
必
ず
し
も
忠
易
な
経
搭

一
に
添
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
一億
円
で
全
道
裕
和
得
に
対
L
二
業
者
は
良
〈
考
え
E
分
の
力
で

一で
と
ヂ

乏
し
だ
三
二
?
え
ら
れ

一あ
り
ま
す
.

一回

・
五
%
に
な
り
ま
寸
.

一
こ
酌

間
生
致
、

一
号
で

一
色
一な
か

一
d
-
F
じ
4

d

p

F
O

町
民
の
・4
な
さ
ま
、
あ
け
ま
一

て
重
要
な
役
割
を
も
っ
調
民
鑓
一
り
マ
御
座
い
ま
す
。

一
何
卒
草
年
も
幸
一福
田
年
、
飛
一
こ
れ
に
対
L
全
面
景
気
軒
得
口
一
り
ま
せ
ん
か
こ
む
三
十
下
一
三
‘

完了

ι

u
g

二
干
し
、
昭

L
て
お
め
で
と
う
ご
す
い
ま
す
一康
保
険
竃
宮
島
療
所
も
み
な
き一

跨
っ

て
町
政
に
お
き
ま
し
て

一霞
む
年
に

た
り
ま
す
よ
う
聖
心
一
一
七

・
六
%
と
な
り
つ
ま
り
道
-
K

で
た
い
子
も
に
当
内
vp
伝
一

三
十
出
e

を
ち
え
f

sて
あ

a
F
引
を
重
ね
た
昭
和
三
十
三
一
ま
白
骨
骨
蓮
鱗
に
よ
り
昨
年
七
月
一は
、
教
育
施
震
の
改
善
‘
土
地
一か
内
念
恥
し
て
ま
頭
む
担
袋
拶
一農
民
は
全
日
の
県
-
民
に
駿
ベ
て

一同
心
金
-
丸
と
し
て

「
生
き
ろ

、
義

ANr主人
I

司、
あ
る

年
を
容
か
に
お
〈
り
、
奈
年
生
↑
昌
一足
士
見
ま
し
た
こ
と
は
、
み
一改
良
、
産
業
土
木
問
題
等
々
も
一
と
い
た
し
ま
す
.

一す
ら
蓮
K
低
い
事
が
解
り
ま
す
一
道
」
を
求
め
ま
し
ょ
う
0

・

抱
え
る
こ
と
は
、
毎
年
同
じ
E
一な
さ
ま
と
共
に
雷
同
盟
の
い
た
一
担
当
に
艶
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

!
i
1
11
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

と
宅
は
晶
り
な
が
ら
・
今
年
ーと
一

l
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
t

町

民

経

済

を

観

望

し

、

そ

の

を
は
と
い
う
新
し
い
酪
相
互
と
宜
一

定
期
す
る
も
巴
が
あ
る
よ

i

t

-

-

i

1

2

発
展

t幸
福

を

祈

つ

て

な
混
制
た
る
元
気
が
湧
い
て

き

耳

t
高

劃

ハ

ノ

帯

主
S

る
と
乙
ろ
に

『新
年
お
め
で
と一

d
g
F
S
4
1
t

う
』
と
い
う
窓
撃
が
晶
る
と
忠
一

t

r

e

-

L
刷
川
本
草
ーは
皇
太
子
霞
下
由

一

今

金

可

森

恭

担

問

令

長

釦
婚
届
慣
が
恩
げ
ら
れ
る
こ
と
と
一

?

葬
察
さ
れ
、
島
民
斉
し
く
そ
由一

」

作

皆

様

時
鉱
の
一

日
も
早
ゃ
か
ら
ん
ζ

一

2

4

J

と
を
心
か
ら
一御
持
も
申
上
げ
る
一

と
共
に
皐
室
E
径
三
世
繁
栄
主

影
邑
〓
一
、
軍
需

E
E
E

a福
申
上
げ
る
孜
首
掃
で
島
り
ま
一
陣
務
議
縫
題
傾
滋
晶
君
臨

盟

諸

す
.

面
雪
踏
襲
儀
費
融
調
鴎
由
開

叉
当
町
事
年
の
懸
案
宅
あ
る
扇

幽

雪

山

話

量

W
剃
灘

高
集
酷
問
恵
、
別
別
川
綜
告
か
函
摺
露

-E志
川一

一
H
M
鼠
掛

ん
阿
い
問
題
等

-
E
一
日
野
転
一
概
磁

S
E
t
f
h
a毛
頭
讃
歯
出

し
つ
つ
あ
ち
ま
す
が
、

E
由
こ
頭

筆

阪

事

一

J

と
は
当
町
百
年
の
大
計
金
民
主

際
障
障
問
開
館

"1叡認踏
絵
由

る
軍
事
な
る
集
杵
で
も
あ
り
ま
一
新
h
g
お
E
出
皮
う
ご
ざ
い
ま

す
白
帯、

一
E
も
阜
〈
解
決
し
た
-
す
.

こ

e
め
で
た
き
陪
和
三
十

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
一
四
年
巴
新
帯
主
担
え
る
に
量
臥
ny

-

-

り

ま

す

.

一

車
は
盛
ぎ
L
私
の
遁
去
を
思
う

叉
町
民
の
健
康
保
持
上
極
め
一時
、
自
分
E
意
巴
ま
ま
に
な
ら
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、τ寸ヨ
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っ
て
き
た
居
が
我
々
回
住
む
北

一
海
道
で

L
t
.

一

北
海
道
、

こ
れ
は
日
本
自
函

一酒
田
二
割
‘
そ
こ

に
樫
位
さ
れ

一
る
豊
か
な
資
制
酬
も
し
か

も
少
い

一
人
口
密
度
は
芋
生
援
う
樟
な
日

一本
で
は
確
に
明
日
え
白
筋
待
の

一託
せ
る
唯

-
E
新
天
地
で
あ
う

一
た
巴
で
す
.
尤
も
北
海
道
が
そ

一う
い
う
窓
際
で
注
目
さ
れ
て
き
一

↑
t
D
は
古
き
明
治
笹
薮
で
、
今
↑

F
る
現
在
に
唯
琳

L
Z
t
感
一日
諮
問
先
に
次
〈
関
祉
を
続
け
一

f
る
者
で
島
り
ま
す
.

一て
来
た
の
で
す
が
遺
憾
乍
ら
日
一

息
え
ぽ
、
十
三
年
前
敗
取
に

一本
目
最
北
館
と
云
う
地
理
的
不
一

よ
っ

て
回
ツ
の
島
に
閉
じ
と
一利
も
あ
り
開
発
は
思
う
に
ま
か
一

め
ら
れ
た
E
本
は
島
り
余
る
一せ
な
い
と
い
弓
の
が
実
経
で

L
↑て
町
民
む
智
雄
に
忙
晶

人
ロ
乏
L
い
E
m
額
破
怒
し
っ
一
た
a

然
L
ム
「
は
そ
ん
な
事
由
去
一い
て
居

b
る
る
事
と
押

〈
さ
れ
た
重
量
箆
訟
を
か
か

一っ

て
い
る
時
期
で
な
い
.
な
る
一

温
ぐ
る
昭
和
三
十
=

え
て
見
て
主
〈
の
虚
脱
獄
態
一存
政
府
も
毎
年
二
百
億
円
に
由
一般
的
恵
ま
れ
さ
さ
世
出

に
務
ち
入
っ

て
お
り
ま
L
た
一ぼ
る
豆
額
な
開
発
事
採
費
量
注
一
五
町
白
蕃
海
産
捺
で金

詑
れ
も
彼
れ
も
が
明
日
岳
希
一込
み
着
陸

晃
は
条
々
に
晶
一
展
を
一も
.
水
面
巨
於
て
は'々

だ
か

っ

理
由
二
世
片
す
ら
持
て
な
い一
し
て
お
e
ま
す
が
、
そ
こ
に
何
一
で
な
い
約
二
官
俵
出
伺
と
云
弓

掠
な
怠
輔
の
生
活
そ
の
入
方
一
か
が
足
り
た
い
.

一記
訴
を
出
L
、
永
田
農
家
は
ホ

怒
り
由
且
本
で
愈
に
浮
U
よ
一
道
民
は
誌
に
損
を
L
て
い
る
一
ヲ
ト
一
息
つ
い

年

頭

の

辞

今

会

可

議

令

議

長

井

我

定

曽

五 、

当

.， 
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A

中
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委
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百
世
M

，tマ
京
ョ
，

4時
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か
ら
む
f
b
し
い
も
占
「

と
円
一
メ
之
ま
た
一
出
社
長
D
人
々
』一

b
A
で
邑
ち
ま
す
。

一

我

々
に
与
え
ら
れ
た
火
去
な
住
一
実
現
に
寺
力
?
る
つ
色
b
で
居一

b
h端、

容
。
配
列
に
将
い

て
発
受

3
h玄
#
と
晶
心
に
み
内
て
手
法
d

一罰

2
~関
世

O
M
E
b君
主
'
一
事
と
考
え
て
お
O
ま
す
・

一
b
主
す
・
設
に
皆
同
時
由
一
聾
則
一
九

三

系
紙
也
生

活
出
し
て
学
習
憎
理

一司
鰹
担
宵
ポ
?町山
間
段
以
寂
晶一
る
夜
む
な
く
頭
初

ra
b
争

t
t
一

我
々
は
必
在
包有
地
る
人

々
に
一銅
山描刀
生
渇
9
取
設
D
調
夜
!
日一
ヨ
イ
4

の
向
よ
生
は
か
っ
た
こ
と
で
晶
一充
実
す
る

こ

4
t説
日一時
し
て
ゃ
一
種
究
所
員

一
問
。
畳
そ
憲
行
一
は
堆
い
ナ
帰
心
で
一
自
ち
早
〈、

一
人
聖
者
逼
と
共
に
理
想
郷
越
袋
一

ヌ

ち
ま
す
・

一ま
な
い
次
第
C
あ
り
ま
す
・

一乃
宜
斗
に
よ
り
・
宮
古
荏
位
巳
一
健
全
化
る
体
に
ら
E
る
線
、
藤
一生
誕
ラ
も
D
で
あ
リ
ま
す
-
一

な
ほ
唱
伺
三
十
三
年
園
内
AF
一
当
可
・
り
こ
こ
誼
牢
司
保

JA
同
一叩
准
長
生
か
け
つ
つ
も

5
Z
一h

L
、
文

二
刀
宝
陶
均
に
剤
生
一
新
牢
生
迎
え
、
皆
撞
沼
郡
捷
一

ら
小
学
技
に
お
い

て
は
教
科
以
一
主
設
主
判
定
品
目攻
軍
占
た
吉
弘
一
〈
量
L
得
ま
し
た
事

冷却禍
員
生
一足
担
叫
普
及
・
更
に
富
ん
で
予
ト
肢
を
併
A
L
-
碕
参
事
セ
箇
析
一

る
役
割
生
晴晴し
て
来
た
か
今
後
一件
自
活
動
、
中
学
捜
に
お
い
て
一教
抱
設
も

-
v
b
母
湖
心
也
む
担
一
泊
油
、
句合凋
係
苦
心
争
え
な
る
一防
医
学

t
と
、
年
次
的
訂
酒
田
一面
し
て
掴
摸
拶
と
い
た
し
ま
す
一

畳
間常的
空

主

立
っ

て
日
本
が
一
は
待
別
室

軍
一通

占
時
間
の
内
一
き
活
習
し
あ
品
L
だ
主
主
一
倒
治
汀
こ
よ
る
も
』
と
此
ζ

改
一

1
1
1
1
1
li
l
i-
-
11
1
11
1
11
1
一
一

い
か
に
発
展
す
べ
き
か
と

い

三

塁

年

毎
週
一
時
間
喜
設
L
一

2
2
2占
。
善

い
一

2
2申
し
上
げ
る
次

E
i
-
-
-「
h
p
d

一

一

f
'なこ
と
生
霊

す

る
た
め
一新
し
い
『
語
教
育
」

生

-Z五
育
館
の
主

張

主

畠

?

一?

ま
す・

一

一手

T

高
調

E
Hサ
晶

潟

、
一
U
J
，

一号
、

日
本
主

君

重

量
一
こ
と

E
っ
た
自
で
あ
り
ま
す
一る
こ
と
巴
な

っ
て
い
る
の
で
あ
一

言

i

?

主

主

一

主

一

S

F
V
E

一

r

一良
〈
足
解

T
9必
要
が
あ
え

て

ζ
B
こ
と
は
道
鑓
担
育
信
興
一
り
ま
す

。

一

あ
る
如
き
は
他
司
箭
投
府
院
に
一

B

一

一ま
え
日
本
町
す
ぐ
れ
た
文
化
主

に
対
す
る
社
会
田
容
認
に
ニ
た
一
教
育
界
司
王
宇
も
が
さ
口
約
一は
、
宋
だ
関
白
な
い
棋
で
品目。
一

半
金
土
地
峰山

5
5
2
2

-一

一古
典
生
理
掃
し
身
に
つ
け
て
封
一
へ
耳
巴
世
界
の
人
々
か
ら
敬
愛
一冊
目
宰
ポ
干
怨
さ
れ
る
越
が
多
々
一
重
吋
D
語
義
D
t
b
必
耳
不
司
一

-r

一

司

皆
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

く

こ
と
が
必
要
で

T
ま
す
・
一さ
れ
る
よ
う
な
晶

2
3三
あ
り
ま
す
が
世
育
は
叩
河

止

す

3
3言
語

症

が
釦
一

伊

藤

桐

義

二

デ

宅
倒
産
い
ま
す
e

一
二
司
こ
と
は
謹
顎
社
告
に
お
い
一
入
量
育
成
す
る
鐘
吉
に
外
な
ち
一坊へ
も

ち
9

主
宰
に
は
買
芭
中
立
一河
こ
待
望
さ
礼
亡

い
之
島
五
唯
一

ノ

l

-i

一

仏

本
年
士
も
%
ま
し
て
緯
猿
以
一て
掌
散
と
宣
言
か
ち
得
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との定 ろが時う 巴 う士つ るそ こが心 四 に自
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l全 ・法克でを み で びに で い鼠回 をも
;ま fい活月 つは L直 い そった LIZ:ん 白書E
iなやる動三昨か新たに ろ Lい で雲 い 思 の冷だで
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検
察
審
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員
候
補
者

が
選
定
さ
れ
ま
し
た

今金橋渡橋式に三夫婦た表彰

今壷町箆莞の道路宜主曹となる今金長大様ヵL昭和
三十五軍置において完成の予定であります白で町
民白方T震幅式当日現在 (三十五年九月D予定)

で三夫焼E渡庖曇列主願Hll'て表彰いたしますか
b、今かり提康に勘翠意され多〈の三夫屈が$加
出来ますよう斬っております.
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